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興味・関心を 持たせる文法 f 旨 導の工夫 
一 1 年 「文の組み立て」の 学習を通して 一 

浦添市立浦添中学校教諭宮城康子 

1  テーマ設定の 理由 

中学生の「文法嫌い」が 言われるようになって 久しい。 私の教室でも「次は 文法の学習」と 聞い 

たとたん，生徒達の 顔にはつまらなさそうな 表情が走る。 高校受験をひかえている 3 年生ともなる 

と ，不安気な色さえ 見せる。 「文法」と聞いて 新鮮さを感じ 興味を示すのは ，やはり 1 年生であ るり 

しかし，その 1 年生も学年の 終わり頃 には，ほとんど 関心を示さなくなる。 さ引 c, そのおもしろ 

くない理由を 尋ねてみると ，次のような 返事が返ってくる 現状であ った。 

・内容が複雑なので 説明を聞いても 難しい。 

・覚えなければならないことが 多すぎる。 

・理解できないうちに 授業が進む。 

Ⅰ勉強しても 何の役に立っのかわからない。 

また，昨年の 12 月，中学 2 年生を対象に 実施された「全国標準学力検査」の 分析に携わった。 その 

中で，文法事項では 次のような結果が 出ている。 

・基礎的な力の 定着が弱い。 ( 述語，修飾語の 理解，単語の 類別など ) 

・正答率の平均が 28.5% と低い。 全国との差は 一 7.6% であ る。 

・ 無 答率が平均 22.3% と 高い。 

上記の実態からも 改めて，指導方法を 改善して い く必要性があ ることを痛感した。 生徒達の声を 

聞くまでもなく ，これまでの 授業を振り返ってみると ，解説が多く 生徒が自ら考える 場がなかった 

ことに思 い あ たる。 また，文法の 指導は小学校からすでに 始められている。 しかしそれが「どの 

ような内容で ，どの程度，どのような 方法で」行われているかについては 全く認識不足であ る。 し 

たがって，小学校での 既習事項も確認しないまま ，体系的な指導を 急ぐあ まり。 文法事項の暗記 学 

習 になってしまっていたのではないか。 このようなことが 興味・関心を 失わせ，必要性を 感じさせ 

ない学習になってしまっている 原因であ ろう。 

そこで今回は ，生徒にとって「内容がよくわかる 授業」であ ることが，興味，関心を 持たせてい 

くことにつながるのではないかと 考えて次のような 手だてを試みたい。 

① 小学校での既習事項をおさえ ，基礎的な指導内容として 一貫性を持たせる。 

② 実態をふまえた 段階的な指導方法を 工夫する。 

③ 生徒が自ら考える 場を設定できるような 学習過程と資料の 工夫をする。 

以上のことを 実践していくなかで ，興味，関心を 持ち， 「文法は役に 立つもの」という 意識が芽 

生え，基礎的事項の 定着ともなっていくのではないかと 考え ，本 テーマを設定した。 
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小中における 指導内容の関連と 系統 

 
 学習指導要領における 系統 

文 構 成 文章構成・指示語・ 接続語 
校種 指導項目 ・学年語句の 性質・品詞 

一 ( 利 一つ一つの語句の 意味 ( 同 文の中における 主語と 

や使 い 方について関心を 述語との照応に 注意する 

年 もっようにすること。 こと 0 

ⅠⅠⅡ 

学 

二
年
一
三
年
一
四
年
一
 

( ィ ) 語句の性質や 役割に関 
心をもっこと。 

( ァ ) 身近な事物とのかかわ 

りから，反対や 対照的な 
関係の意味を 表す語句な 
どに気付くこと。 

( 引 語句 fc は性質や役割の 

上で類別があ ることに気 

付くこと。 

( ィ ) 語句の性質や 役割につ 
いて理解し，類別ごとの 
特質が分かること。 

( ア 文の中における 主語と 

述語の関係及び 修飾 と被 
修飾との関係に 注意する 

こと。 

( ァ ) 文の中における 主語と 

述語との関係及び 修飾 と 

被 修飾との関係を 理解す 
ること。 

( ア ) 文の構成について 初歩 

的な理解をもつこと。 

( ィ ) 文や文章の中における 
指示語や接続語の 役割と 

使い方に気付くこと。 

(4) 文や文章の中における 
指示語や接続語の 役割と 

使い方に注意すること。 

( ィ ) 又 と文との意味の つむ 
がりを考えながら ，指示 

語や接続語を 適切に使 う 

こと。 
  

校 

な
赤
う
 

っ
 指
使
 

の
，
に
 

味
ら
確
 

意
 
が
的
 

語
の
な
 

と
え
 を
 

 
 文
 り
や
 と
 

が
語
こ
 

 
 イ
 

 
 
方
 
て
 る
 

 
 諸

方
文
解
 

で
仕
な
理
 

中
の
 ろ
 
を
 

の
応
 
い
と
 

文
 照
ろ
 こ
 

や
い
 ろ
 

)
 
ア
 
 
 
理
 
の
 

 
 
 
 
口
乃
 

類
 
。
 

る
と
 

す
こ
 

関
る
 

に
め
 

句
深
 

語
 る
 
解
 

 
 イ
 

 
 五

年
 

ユ / Ⅹ " 
たり，これらの 語を助け 解を深めること。   年 たりする語句などの に気付くこと。 働き 

中 

学 

校   

 
 
羊
一
二
年
 -
 三
年
 

オ 単語の類別について 理 

解し指示語や 接続詞及 
びこれらと同じような 働 

きをもっ語句などに 注意 

すること。 

理
ど
 
。
 

て
な
と
 

い
詞
こ
 

っ
動
る
 

 
 
浩
司
 注
 

の
 助
に
 

 
 
解
の
 

オ
 

順
て
 

の
立
 

分
み
 
。
 

成
祖
 と
 

の
の
 
こ
 

又
又
 る
 

の
，
え
 

中
店
者
 

の
 照
を
 

文
 
や
ど
 

序
な
 

%
 
ニ
 

ゥ 文の中の意味の 切れ目 

と続き方などを 考えるこ 

と。 

  
ェ 文章の中の段落の 役割 

や文と文との 接続関係な 

どを考えること。 

ェ 文章の展開の 仕方や文 

章のまとまりかたなどを 
考えること。 

 
 

7
 
2
 
 
  
 

 
  

 



 
  
 

 
 
巳
 
Ⅰ
Ⅰ
 

中
 
を
 
 
 
ム
 
ラ
 
 
 
五
口
 

 
 一
一
一
己
 

「
 
版
 
 
 
年
 
2
 

平
成
 

出
版
 

育
 
教
 

 
 

Ⅰ
Ⅱ
 ， 

Ⅰ
 
タ
 

 
 取

文
み
 

 
 

 
 教

 
）
 
ア
 

 
 
 
 

2
 

ラ ム 

。 文をつくりましょう 
  

年 

  て
 
た
 
み
 

{
 
の
 
文
 

二
年
 

  て
 
立
 
組
み
 

の
 
文
 

年
 

四
 

  て
 
立
 
且
み
 

條
 
の
 
文
 

五
年
 

  の
 
現
 
表
 
と
 
序
 

旧
瞑
 

 
 
 
 の
い
 

葉
が
 

育
 ち
 

上
 八
柱
 
十
 

学 習 用 語   導 内 容 

丑
 
)
 肌
 

句
 

り
 Ⅹ
 

わ
 
。
 

終
 （
 

0
6
 

又
又
 ま
 

 
 

・基本文型 

～が～ます。 ～に～ます。 

～は～を～ます。 

～は～に～を ～ます。 
・ キ ・述の照応に 気づかせる。 

Ⅰ文の形 

・いろいろな 形の文 

・基本文型 
～に～を～ます。 
～が～ます。 

～が～を～ます。 

・存在認識の 文型 ( ～があ ります ) 

  

 
 

 
 

  

Ⅰ基本文型   

ど う する 
何が どんなだ 

ま ｜ あ る 

何だ 
 
 

    

・主語，述語の 役割の理解 

・ 文 図の書き方 

・言い切りの 形 

・続く形 
・並べてのべる 文 
・つなぎ言葉 

( 原因，仮定， 逆 ) 

・単文，重文，複文の 組み立て 
主語中述語 

( 単文 ) 
主語中述語中主語中述語 ( 重文 ) 

主語 + C 主語中述語 ) + 述語 ( 複文 ) 

，並列の重文，接続助詞の 用法 

・ふ つ うの 文 

・倒置の又 
・言葉の順序 

Ⅰ倒置文の組み 立てと用法 
Ⅰ語順の変更による 表現効果の違 い 

イ ・ ィ疹 飾 三
五
 

三 々くわしく する こ ・くわしくする 言葉 ・連休修飾語の 働き 
年 とは   どんな づ 河 

  
。 くわしくする 言葉 ・くわしくする 言葉 ・連休修飾語の 働きと用法 

    Ⅰどんな ・運用修飾語の 働きと用法 

Ⅰどのように どんな づ 阿 

年 ・くわしくせっ め いす どのように づ どうする 

ろ はたらき 
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* 文を っ なぐ言葉 
      

年 

も こそあ ど言葉 

W 

年 

， 文を っ なぐ言葉 ・接続詞の働き ，種類，用法 

だから それで 順接 

しかし けれども 逆接 

それ f<:  また 並列 累加 
または それとも 対比 選択 

Ⅰこそあ ど言葉 ・指示語の働き ，種類，用法 

指 でさすような 
はたらき em 目 木内容のとらえ 方 

さすものをたずね ・こそあ どの体系 

ろ はたらき 

  単語   の 類別 

百 単語のいろいろ 

五 

年 

・単語の種類 Ⅰ単語の種類と 性質 
名詞，動詞， ● ロ ロ コ コ 円 

形容詞，助詞 名詞，動詞，形容詞，助詞 

・使い方によって 形が ・活 用 

変わる ( 活用する ) 動詞，形容詞 

・ ルの 変わり 方 

ォ 助 詞 

  
  

年 

* いろいろな 文 Ⅰいろいろな 形の文 

・ただしい 文 

Ⅰおかしい 文 
・文を っ なぐ言葉 

  助詞の働 き， 種類， 用法 

ユ
 
"
"
 

い
 
/
 
Ⅹ
 

年
 

  

* 意味を 

* 「は」 

そえ 

のは 

る 助言 司 

たらき 

・意味をそえる 助詞 
～だけ ～ ほど 

～しか ～さえ 

・意味を つ け加える 

はたらき 
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  おしはかる言い 方 

  はっきりとわかって 

いることを表す 言い 

方 

・助動詞の働きと 用法 

断定 ( ます ) 

推定 ( らしい，ようだ ) 
推量 ( でしょう ) 

+ 聞いたことを 伝える 
言い方 

・様子をおしはかる 言 
い - 刀 

・「そ うた   」の続き方 
がちが ぅ 

・受け身の言い 方 

( 動作を受けるもの 
を中心にした 言い 

表し方 ) 
・使役の言い 方 

( だれかがほかの 人 
引 d ォ ； 、 をさせる言 
い方 ) 
・受け身の文の 仕組み 
( 動詞に「れる ，ら 

れる」をつける ) 

・使役の文の 仕組み 
( 動詞にⅠせる ， さ 

せる」をつける」 

・助動詞の働きと 用法 

伝聞 ( そうだ ) 
様態 ( そうだ ) 

・動詞への続き 方 

伝聞 づ 終止形 干 そうだ   

様態 づ 連用形 干 そうだ 

・助動詞の働きと 用法 

受け身 ( れる， られる ) 
使 役 ( せる， させる ) 

，動詞への続き 方 

受け身 づ 未然形 干 れる， られる 

使 役 つ 未然形 干 せる， させる 
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仮定の気持ち 
( もし～たら， ) 
e あ とにきまった 言葉 

をとる。 

・陳述の副詞の 働きと用法 

推量 ( たぶん・おそらく ，きっと ) 

疑問 ( はたして ) 
仮定 ( もし仮に，たとえ ) 

願望 ( どうぞ ) 

打ち消し推量 ( まさか ) 

・副詞の呼応の 意味 
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(2) 小中の指導内容の 関連 ( 先付 平成 2 年度版「文法指導教材」を 中心 fC) 

先のⅢであ げた小学校の 指導内容は，中学校の 段階になると ，次の表のようにあ る程度まとまっ 

た 知識として体系づけられた 指導内容になっていく。 ここでは， 「文法指導教材」を 中心にした取 

り立て指導の 系統として位置付けた。 又 と文とのつながり 及び段落相互の 関係を含む「文章構成」 

の 指導については ，表現・理解の 教材をとおして 機能的に行われるようになっている。 

士 目と ギ 募の小学校の 指導内容 
中 学 校 の 教 材   指 導 内 容 関連 要領 1 ～ 6 年の系統   年 2 年 3 年 

ァ 文の組み立て 文法 1  文法を学ぶ 

文 ・学ぶ意義，学習内容 
・ 文 ，文節，単語 

文 ，基本文型 ・文の骨組み・ 文章，談話，段落 
・主語，述語 

Ⅰ文園 文法 2  文の組み立て 文法 1  文の組み立て 
・重文，複文 ( 一 ) を 考える 

Ⅰ文節と文節との 関係 Ⅰ述語に係るまとまり 

構ィ ・ 稜昆蒼 ・又の成分 達 文節 
・連休修飾 主語，述語，修飾 連用修飾語 ( 部 ) 
・連用修飾 語 ，接続語，独立 連休修飾語 ( 部 ) 
・文園 三五 

  文図 
・組み立ての 複雑な文 

成ウ ・ 拉輻覇 文法 3  文の組み立て 又の骨組みをとら 
( 一 一 ) える 

，並立，補助の 関係 ・組み立ての 整わない 

・達文節 文 
Ⅰ又の成分の 順序 Ⅰ意味のあ いまいな 文 

エ 単語の類別 文法 4  単語のいろ ぃ 文法 1  体言と用言 

丑 ・ 名 ; 司 ろ ・体言の種類 
  

Ⅰ動詞 ・自立語，付属語 ・用言の種類 
句 ・形容詞 ・活用の有無 ・動詞，形容詞，形容 

の ・助詞 ・単語の働き ( 文の成 動詞の活用の 種類 

性 ・活用 分 ) ・形式用言 ( 補助用言 ) 

質 ・単語の類別 ( 品詞 )  . 他動詞，自動詞 

  

  ゥ 接続語指示語 文法 2  副詞・連体詞文法 2  副詞・接続詞 
ロ Ⅱ Ⅰ接続詞 ・接続詞・感動詞 

目叩 Ⅰこそあ ど言葉 
の 働き 

・副詞の種類と 働き ・副詞の働きと 用法 

  キ 副 詞 ・連体詞の種類と 働き ・接続詞の働きと 用法 

指 ・陳述の副詞 ・接続詞の種類と 働き 

斥 力助動詞 ・感動詞の種類と 働き 
圧 ・断定・推量 

叩 ・推定 文法 3  助動詞 文法 3  助動詞・助詞 

・伝聞，様態 Ⅰ助動詞の種類と 働き の 働き 
接 ・受け身，使役 ・助動詞の働きと 用法 
続 ォ 助 詞 文法 4  助 詞 ・助詞の働きと 用法 
圭 三   ・副助詞 Ⅰ助詞の種類と 働き 

・「は」の働き 
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W  指導方法の工夫 

]  学習過程の工夫 

Ⅲ 生徒の実態をふまえた 授業の改善 

文法学習に対する 生徒たちの実態をふまえ ，指導方法の 改善点を下記のように 考えた。 

( 生徒の実態 )   ( 授業の反省 点 )     

・学習内容が 複雑で難しい。         ・解説が多く 生徒が自ら考える 場がない。         

・覚えるものが 多すぎる。           ，一時間に学習する 内容が多い。 

・理解できない う ちに授業が --- づ i . 教科書の解説だけではわかりにくい。           

進む。         ・指導の手順が 段階的ではない。 

・何に役立っのかわからない。         ・文法用語の 暗記学習になっている。 

・基礎学力の 定着が弱い。         ・既習事項がおさえられていない。 

「内容がよくわかる」授業にするための 改善用   

①
②
③
④
⑤
 

小中の文法指導の 系統化を行 い ，指導内容に 一貫性をもたせる。 

基礎的・基本的事項を 精選して指導計画を 立てる。 

実態調査等を 行い段階的な 指導手順を工夫する。 

生徒が自ら考えることができる 学習課題を設定する。 

理解を助ける 学習プリント 等の資料を工夫する。 

(2) 一時間の学習の 流れの工夫 

く 学習活動 ノ く 形 態 ノ 

言葉の働きを 考え て 何月 の 

法則性に気づく。 

  

く 目 標 ノ 

具体例から言葉の 働きについて 考えさせ，文法 

的 法則性が働いていることに 気づかせる。 

法則性を自覚する。 

法則性を確認して 

理解を深める。 

  " 斉   法則性を整理しまとめをさせる。 

( 個方の 学びとった文法的知識を 深化させ，定着化させ 

60 
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2  学習資料の工夫 図 ① 資料の構成 

Ⅲ 学習アリント 作成の観点、 

① 学習課題を明確にする。 

② 基礎的基本的事項が 精選され，基礎 

的な力が養える。 

③ 解説がわかりやすい。 

0  例題・練習問題が 効果的で親しみや 

すい。 

⑤ 一時間の流れに 即した構成にする。 

( 図 ①参照 ) 

⑥ 学習終了後のフィードバックが 容易 

にできる。 

⑦ 授業後は個人用ファイルにつづらせ ， 

文法ノートとして 活用できる。 

  一時間の流れ 資料の構成   

言葉の働きを 考え 

法則性に気づく。 
個別く練習 ノ 例題 

法則性を目覚する。 一斉 ( お 話 ) 解説 

  

(21  カードと TP の活用 

解説 づ 練習の繰り返しは ，ともすれば 単調になってしまいがちであ る。 そこで，生徒の 視覚 

に訴えて学習内容のイメージ 化を図り，興味関心を 高める工夫も 必要であ る。 その手だての 一 

つ としてカードと TP の活用を試みたい。 

① カード 

文型・文節の 指導，文の構成・ 語順指導などでは ，黒板上・机上での 操作がしやすく 効果 

的であ る。 

② T  P 

生徒に配る学習プリントの 中の課題や練習問題を 提示したり，学習のポイントを 示したり 

して時間の効率化を 図る。 

3  評価方法の工夫 
Ⅲ 学習双の評価                   小学校あ るいは所学年の 基礎的事項について 事前テストを 行う。 

① 生徒の実態やつまずきの 傾向を把握し 指導計画作成に 役立てる。 

②生徒一人ひとりの つ まずきの具合いや 学力を知るための 資料とし，個別指導に 役立てる。 

③ 所学年の内容の 復習の役日を 果たし今後の 学習理解を助け ，意欲を高めることにもっ な 

がる。 

(2) 学習中の評価                   学習中の様子を 観察するとともに ，まとめの 小 テストを行う。 学習プリ 

ント を回収し，記入状況を 点検する。 

① 次 時の学習展開の 改善に役立てる。 

② 生徒一人ひとりの 習得状況を把握する。 

(3@ 学習後の評価                   教材終了後に 学習事項の総括的テスト ，中間・期末で 基礎的項目の 総合 

的テストを行う。 

① 指導目標に照らした 到達度を把握」，補充学習計画に 役立てる。 

②生徒一人ひとりに 弱いところを 自覚させ，フィードバックをうながす 資料とする。 
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V  学習展開の実際 

Ⅰ 教材 名 文法 2  「文の組み立て ( 一 ) 」 

2  教材設定の理由 

中学に入って 生徒たちが初めて 出会う文法教材が ， 「 文 ・文節」の学習であ り， 「文の組み 

立て」の学習であ る。 ここで， 「文の組み立て」については 小学校の段階で ， 次のようにあ る 

程度系統立てられた 指導がなされてきている。 

・低学年 主語・述語の 照応と修飾・ 被 修飾の関係 

・中学年 主語・述語・ 修飾語の用語と 働きの理解 

基本文型の意識と 文図の書き方 

・高学年 重文・複文の 組み立て 

しかしこれはあ くまでも表現・ 理解単元に付随した 取り扱われ方であ る。 したがって，生 

徒たちはかなりの 文法的知識を 身につけてはいるだろうが ，それは断片的知識であ ろうと思わ 

れる。 中学の段階ではそれを 再度，体系的に 整理し，表現・ 理解で生きて 働くようにすること 

が必要であ ろう。 また，日頃 何気なく使っている 言葉について 改めて考えさせ ，一つ一つの 言 

葉 のもっ大きな 働きに気づかせ ，それを学ぶことの 大切さを知らせた い 。 

文 ・文節・文の 構成の理解は ，今後の文法学習の 基礎・基盤をなすものであ る。 文法入門 期 

のこの時期にはできるだけ「文法嫌 い 」を づ くらないようにすることも 大切であ ろう。 そのた 

めには，できるだけ 平易な解説，わかりやすい 構文・例題を 中心に学習を 進める配慮をしたひ。 

生徒たちに「これならわかる」 ， 「文法はやってみたら 簡単だ」という 実感を持たせたいと 考 

え ， この教材を設定した。 

3  生徒の実態 

Ⅲ 小学校の既習事項の 実態調査テスト 結果から 

生徒たちの文法学力を 把握するため ，小学校での 既習事項について「言葉のきまりテスト」 

を行った。 その結果は次の 通りであ る。 

㎝ 寸象 1 年生 3 クラス Ⅰ 17 名 ) 

項 目 観 点 正答率 誤答率 無 答率 

① 言葉の役割 何が 何を 何に ど う する 96 3   

何が ど う する 89 Ⅰ 1 0 

どんなだ 
② 基本文型 

何が 

何が 

51 49 0 

あ る 89 1 Ⅰ 0 

何が 4 町 だ   56 44 0 

ァ 文の骨組みとなる 言葉の役割については ，ほとんどの 生徒が理解している。 

4  基本文型では 形容詞又と名詞文の 区別が弱い。 

又
又
又
 

単
 
重
複
 

解
 
理
 
の
 
き
 
五
 口
口
 

主
 

③
 

 
 8

0
3
 

2
7
 

Ⅰ
Ⅰ
 

ハ
ソ
ト
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7
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単 文 92 7   

④ 述語の理解 重 又 54 44 2 

複 文 42 57   

は た ら き 77 22   

⑤ 修飾語の理解 連 休 修 飾 69 31 0 

連 用 修 飾 50 50 0 

⑥ 文 図の書き方 主語・述語、 修飾語 の 関係 31 68   

⑦ 複雑な文構成 骨組みの文の 作成 32 5I 17 

ァ 主語・述語とも 単文の段階での 理解はよいが ，重文・複文になると 正答率が低く ，つ 

かめな い 生徒が多い。 

イ 修飾語の働きはほぼ 理解されている。 連休修飾の関係の 理解は高いが ，連用修飾関係 

は 50% 前後であ る。 特に修飾語と 被 修飾語が離れた 位置にあ ったり，達文節の 修飾語に 

なっていたりする 連用修飾関係の 理解が弱い。 

ゥ 立図の書き方が 定着している 生徒は 30% 程度であ る。 修飾関係が離れた 文の図示は ， 

ほとんどが理解できていない。 

ェ 複雑な文では ，その骨組み 部分「何が ， 何に・何を・どうする」から ，修飾語をはず 

し 文を紐 み 立てる力が弱い。 

⑧ 接続語の用法 
接 続 詞 91   6 3 

接 続 助 詞 90 G 4 

ア 簡単な構文での 接続詞の使い 分けは理解されている。 長い文になると ， 又 と文との意 

味内容のつながりをとらえきれないことからくる 誤答がめだった。 

ィ 接続助詞の使い 分けも理解されている。 しかし仮定・ 逆接の意味をともなった 話へ 

の付属のさせかたでは 誤答がめだった。 

(2J 中学での既習事項の 実態 

① 文法学習について 

「文法 1  文法を学ぶ」の 学習と「言葉のきまりテスト」を 終えたあ とのアンケートでは ， 

難しい，やや 難しいと答えた 生徒が半々であ った。 

② 「 文 」に対する理解 

文法的な意味での 理解は 79% ができていない。 句点で区切るという 意識の定着も 弱い。 ま 

た，又 と文章の ス 別がつけられない 生徒が多い。 

③ 「文節」の句切り 方 

簡単な構文では 77% の生徒が正確に 区切ることができる。 

4  指 耳目標 

Ⅲ 文は文節と文節との 関係によって 組み立てられていることを 理解させる。 

(2) 文を細み立てている 5 つの成分 ( 主 ， 語 ・述語・修飾語・ 接続語・独立語 ) の働きについて 基 

礎 的な理解をさせる。 

5  指導計画 

第 1 時 「言葉のきまり」テストを 行い，生徒の 実態を把握する。 

文と文節について 基礎的事項を 確認する。 

第 2 時 主語・述語の 関係について 理解させる。 

基本文型について 理解させる。 
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第 3 時 修飾、 被修飾の関係について 理解させる。 

連休修飾語の 働きについて 基礎的な理解をさせる。 

第 4 時 連用修飾語の 働きについて 基礎的な理解をさせる。 

第 5 時 接続語・独立語の 働きについて 理解させる。 

第 6 時 文の成文のまとめをする。 

「 力 だめ し 」テストを行 い ，定着度を把握する。 

6  本時の授業展開 例 ( 第 2 時 ) 

( Ⅰ ) 本 時の目標 

主語・述語の 関係と基本文型について 理解させる。 

(2J 展 開 

指 導 事 項 

今 課題の確認をす 

る。 

学 習 内 容 と 活 動 I 留意点，資料 

1  学習課題を確認する。 ・資料②学習プリ 

ント を配る。 

・主語・述語の 働きについて 考えてみよう。 

Ⅰ 「主語・述語をもつ 文の形」にはどのような 種類 

があ るか考えてみよう。 

今文節にはその 意 

味 によって ，果 

たす役割があ る 

ことを確認する。 

今 主語・述語の 働 

きについて知る。 

2  文節の役割について 確認する。 

く 練習 1 ノ 次の文を文節に 句切り ， 下の ( 

あ てはまる文節を 書き入れましょう。 
①何が ( 

   
  

 
カ
 

節
 
只
 

文
 

 
 

 
 
 
 

 
 

弟 が僕にいきなりボールを 
②何を (   

投げた。 
③何に (   

①ど う した (   

⑥どのように (   

3  「何が」 ・ 「ど う する」の働きをする 文節を見つけ ・文型 ヵ一ド 

60 表面「何が」「ど う 

く 練習 2 ノ 次の文から A 「 阿 ( だれ ) が」 B 「ど うす する」 

る 」にあ たる文節を抜き 出しましょう 0 裏 面「主語」 囹 ミ語   

( 例 ) 兄は 毎朝，新聞を 読む。 

e TP シート① 

    る
 
え
 
考
 
て
 

 
 つ
 

 
 

 
 き
 

働
 
の
 
 
 

  

  

 
 述

読
 

「
 
を
 

 
 

」
 
3
 

語
 
主
 
…
・
・
 
語
 
な
 
-
"
 

「
（
 

4
 

 
 

( お話 3) 主語と述語の 働き 
しゆこ ・   認 をさせる。 

②文は「主語」と「述語」の 結びっきを中心にして ⑨述語の玉 要 性に 

組み立てられています。 これを「主語・ 述語の関 ついてふれる。 
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確
 
を
 
な
口
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め
 
る
 

解
め
 

理
か
 

。
 

  

0 基本文型につい 

て 知る。 

0 基本文型の理解 

を確かめる。 

0  ( まとめ ) 

学んだことを 整 

理する。 

係 」といいます。 

③ 主語は「何が」のほかに「何は」・「何も」・ 

「何だって」の 形になるときもあ ります。 

① 述語は文の終わりに 来て，意味を 決める人切な 

働きをします。 

る
 
す
 
摘
 
括
 

る
 

を
が
 

 
 述
 

。
 く
 

・
 く
き
 

語
 
緒
太
 

主
 
を
が
 

ら
 
)
 
海
 

 
 出
題
 青
 

0
 
間
）
 

  

●
（
 

5
 

⑨述語を先に 見つ 

けると主語が 見 

つけやすいこと 

を知らせる。 

・ TP シート② 

6  主語・述語の 関係には 4 つの形があ ることに気付く。 

く 練習 ノ 次の文の主語と 述語を二コでかこみ ， あ て 
はまる又の形をあ とから選んで 記号で入れなさい。 

( 例 ) 妹が ピアノを ひく。 

7  基本の文型について 知る。 

・ ( お話 4) を読む。 

( お話 4) 基本の又の形 

主語と述語をもっ 文の組み立てには ，次の四つの 形 

があ ります。 く例 ) 

①何が ど う する ( 動作の文 ) 鳥が 鳴 { 
②何が どんなだ ( 様子の文 ) 花が 美しい。 

③何が 何だ ( 説明の文 ) 僕は 学生だ。 

①何が あ る ( いる．ない ) ( 存在の文 ) 本が あ る。 

Ⅹ述語に注意して 見分けましょう。 
      

⑥述語に注目させ 

る。 

・文節カード 

・ TP. シート③ 

・文型カード 

⑥「どんなだ」と 

「何だ」の違い 

る 特にはっきり 

させる。 

   
 
る
 
明
 
ん
 
へ
 

0
 
@
.
 
Ⅰ
 

る
た
 

す
は
 

別
室
 

E
 
 
。
 教
 

を
く
の
 

 
 本

 
5
 

）
 

墓
 
顛
倒
 

田
 
R
 

（
 

 
 

8
 

  

・ T  P シート① 

9  まとめのプリントを 記入する。 

「 何 ( だれ ) が」にあ たる 支飾る 「 」といい， 「どうする」 

にあ たる文節を「 」といけます。 

文は「 」と「 」の 結 ぴっきを中心にして 組み立て 

られています。 これを「主語．述語の 関係」といいます。 

述語は文の口に 来て ， ロを決める大切な 働き 
さします・， 

主語と述語をもっ 文の組み立てには 口 """" 。 。 
す。 

 
 

収
を
 

田
子
 

を
様
 

ト
の
 

ン
習
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リ
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W  研究の成果と 今後の課題 

] 成 果 

は ) 文法の基本的指導事項について ，小中の系統を 調べることができた。 

(2) 生徒の実態に 基づいた学習指導案と 学習プリント 資料を作成した。 

2  今後の課題 

Ⅲ 作成した学習指導案を 実践 し ，指導目標に 照、 らした学習過程・ 資料の改善をしていきたい。 

(2) 基礎的な文法学力を 定着・発展させていくためには ，取り立て指導とその 補充学習まで 含 

めた時間確保の 問題が残されている。 

(3) 取り立て指導の 時間で得た知識をそのときどきの 理解・表現教材でも 生かせるような 単な 

る 知識で終わらせない 工夫をしていきた い 。 

おわりに 

これまで苦手意識が 先にたち，思 う よ う に展開ができなかったのが 文法の授業であ る。 今回の 

研修で理論研究と 教材研究を深めることができた。 わずかだが指導方法の 糸口がつかめたようで 

あ る。 この 4 カ月間は， これまでの実践を 振り返るよい 機会であ った。 

言語事項の指導では ，何よりもまず ，指導者の側に 言語要素や法則性について ， しっかりした 

知識と理解を 持つことが要求される。 教師は常に自己の 言語感覚を養う 努力をしなければ ，生徒 

たちに真の言語能力をつけさせることはできないということを 痛感させられた。 これからも研究 

をさらに深め ，生徒たちに 還元できるよ う にしていきたいと 思う。 

最後に研修期間中直接ご 指導いただいた 諸兄里穂指導主事をはじめ ，浦添市教育委員会の 各主 

事，浦添市立教育研究所の 方々に深く感謝の 意を表する。 

く 主な参考文献 ノ 

改稿 日本文法の話 第 3 版 

「言語」教育の 理論と実践の 課題 

新学習指導要領指導内容系統 表 

基礎・基本をおさえた 同語指導 

中学国語の授業 ( 文法・漢字・ 語句 ) 

国語科学習状況の 評価を生かした 指導事例 

板 倉 篤 義 Ⅰ 989. 11  教育出版 

全国大学同語教育学会 1987, 8  明治図書 

藤 原 宏 Ⅰ 990, Ⅰ 0  明治図書 

長 尾 高 明 1989. 10  東京書籍 

岩 m 道 夫 1990 ， 2  民衆 社 

小林一仁・井上輝夫 1982.  9  明治図書 

一 144  一 




